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  ［ 2014 年 3 月 タンザニア 撮影＝田中樹］ 
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野良仕事を終えて 
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砂丘に沈む月 
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トウモロコシを製粉中
  ［ 2011 年 4 月 ザンビア 撮影＝石本雄大］ 

 人びとの想いが込められたお墓の村 
 ［ 2017 年 3 月 ベトナム 撮影＝田中樹］ 

ナイル河の街アスワン
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  裏表紙  出作り小屋にて 
  ［ 2017 年 10 月 ラオス 撮影＝田中樹］



「フィールドで出会う風と人と土」の第四巻をお届けします。 

 

第一巻（2017 年 3 月）、第二巻（2018 年 2 月）、第三巻（2018 年 3 月）とつないできました。

第四巻を企画する際に、惰性やマンネリという言葉が浮かびましたが、それは杞憂でした。

今回も、さまざまな専門分野をもち国内外のあちこちに出かけて、そこに暮らす人びととの

関わりを大切にする研究者（執筆者）らの温かいまなざしに満ちた記事が集まりました。 

 

「風と人と土」とは、「環境」のことです。「環境」という言葉には、様々な定義や意味があ

ります。私たちは、この言葉をしばしば「風土」に置き換えます。「風土」とは、長い年月

にわたり織なされてきた人々の暮らしとそれを取り巻く自然や森羅万象との関わりやその

現われです。そして、この二文字の間には「人」が隠れていることに気が付きます。それが

「風と人と土」なのです。また、「フィールド」は、私たちにとって、学びの場と機会に満

ちています。訪ねる土地は学校そのものです。そこに住まうお爺さんもお婆さんもおじさん

もおばさんも、そしてこどもたちも私たちの先生です。これらの記事は、さまざまな土地で

出会った人びとと交流する中で形づくられました。 

 

人びとは誰もが研究者であり、誰もが表現者です。その当たり前のことが、いま忘れ去られ

ようとしています。分業や専門化が進み、自意識の肥大した研究者らや専門家らが難解な用

語や言い回しの鎧をまとうなか、人びとの心はそのことから静かに離れつつあります。 

 

私たちは、もう一度、人びとの暮らしや心象の風景と出会い、素朴な言葉で語りあうことを

意識したいと思います。 

 

その想いをこのエッセイに込めました。 

田中樹、宮㟢英寿、石本雄大 
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